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腎代替療法選択支援の実践と今後の課題
人工透析室　　石川千奈美
Ⅰ．はじめに
　末期腎不全患者における腎代替療法（Renal 
replacement therapy）の治療選択の過程では，
医師が患者に対して治療の選択肢を提示して方針
を決定している．しかしながら，私達は透析室で
患者と関わる中で，その決定に患者の意思が十分
に反映してないのではないかと感じていた．
従来，治療選択肢の提示は外来診療の中で行われ
ているが，診療の時間的な制約や医師に対する患
者の遠慮などから，十分な話し合いの下で患者が
主体的に意思決定をしているとは言い難い状況に
あると推測された．
　そこで，患者の意思決定を支えることを目的と
して，腎代替療法選択支援（以下RRT選択支援
